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	 Rockafellar が提案している汎関数 CVaR は、ある閾値(パ
ーセンタイル)以上の条件付き期待値である。CVaR は、
Coherent 性を満たすリスク測度であり、何より凸関数であ
ることに、彼の philosophy が感じられる。また、ある最適
化問題を解くことにより、その数値を計算できる点が、も
う一つの代表的なリスク測度、Value	at	Risk との違いであ
る。以上の観点から、CVaR は多くの数学者、エンジニアか
ら注目を浴びている。講演では stochastic	programming に
おけるリスク評価としてCVaRを使ったモデルの紹介が行わ
れた。		
おわりにー	
今回の講演には、本学１年生も数多く参加していた。正直
かなり高度な数学も含まれていたので、理解することは難
しかったかもしれない。しかし、彼のような人間の香りを
感じることが、将来、何かの形で役に立つことを信じたい。
